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第三高等中学校校友会誌『壬辰会雑誌』執筆者と記事目録

佐 々 木 幸 喜

西 薗 有 加 利

はじめに

本稿は、明治二十五（1892）年二月、第三高等中学校
（1）

の職員と生徒により発足した壬

辰会
（2）

の校友会誌『壬辰会雑誌』の執筆者および記事の情報を整理し、紹介するもので

ある。『壬辰会雑誌』は、前身の『青年志叢』
（3）

（明治二十三年十一月～明治二十四年五月。全

七号）の終刊をうけ、明治二十五年三月十日に創刊。明治二十七（1894）年に高等学校令

が出され、第三高等中学校が第三高等学校に改組された明治二十七年六月まで全二十四

号を発行した
（4）

。A5判。

壬辰会の設立の趣旨は、第三高等中学校長・折田彦市の演説で次のように説明されて

いる。すなわち、「課業の余暇を以て同学の生徒及職員更に一致団結し尚一層親睦して文

武諸般の技芸を攻究練磨し我校の気風を養成する」（「壬辰会発会式演説」『壬辰会雑誌』第一号、

明治二十五年三月）ことであった。これは、「第三高等中学校壬辰会規則」（前掲『壬辰会雑誌』

第一号）の第一条「目的」に示される、「本会ハ我第三高等中学校ニ関係アルモノ互ニ一

致団結シテ文武諸般ノ技芸ヲ攻究錬磨シ兼テ我校ノ気風ヲ養成スルヲ目的トス」を踏ま

えての発言である。

『壬辰会雑誌』は壬辰会の「部会」の一つ
（5）

、雑誌部が発行するものであり、その規

約の第一条では「知識ノ交換ト文章ノ練磨ヲ以テ目的ト」することが掲げられていた。

なお、この目的は、前身の青年志叢会においては全体の「会則」で示されるものであり、

それが壬辰会では雑誌部の規約に移されていることが注目される。

『壬辰会雑誌』の記事の種類としては、「雑誌部規約」第五条に示されるとおり、「論

説」、「文苑」、「雑録」、「雑報」、「批評」、「校報」、「会報」があり、第七号（明治二十五年十

一月）からはこれに「史伝」が加わる
（6）

。また、行事にあわせ、「祝辞」や「附録」が設

けられる号もある。

一、執筆者について

執筆者たちに目を向けると、「生徒」たちの投稿として例えば、喜田貞吉（［1871-1939］、

歴史学）や嘲風（姉崎正治［1873-1949］、宗教学）ら、後に大学で教鞭を執る人物の名が、創

作では醒雪（佐々政一［1872-1917］）や青桐（河東秉五郎［1873-1937］：碧梧桐とも）や虚子（高
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浜清［1874-1959］）、鼠骨（寒川陽光［1874-1954］）ら、俳人として知られる人物の名がそれぞ

れ見える。このうち、青桐や虚子については全集未収録の句が『壬辰会雑誌』に含まれ

ることも調査の結果判明した。それについては別稿を設ける。一方、「職員」では、渡辺

弘人（［1842-1902］、国文学、助教授）や薩埵正邦（［1856-1897］、法学、教授）、服部宇之吉（［1867-1939］、

中国哲学、教授）らの名が確認できる。また、彼らに加え、藤田豊八（［1869-1929］、東洋史学）

や幣原坦（［1870-1953］、東洋史学）、山崎直方（［1870-1929］、地理学）といった卒業生の文章

が掲載されているのも特徴の一つである。まさに、『壬辰会雑誌』が、「第三高等中学校

ニ関係アルモノ」が「知識ノ交換」をする場として機能することを目指していたといえ

るだろう。

なお、『壬辰会雑誌』は、その「投書心得」（『壬辰会雑誌』第五号、明治二十五年十月）とし

て、「論説」は「匿名を許さず」、「其他諸欄の投稿は誌上に於て匿名苦しからずと雖本名

は編集委員へ通知すべし」とあるなど、いくつかの制限があったが、筆名に関する使用

制限はなかった。実際、実名にかぎらず、筆名・雅号を用いた執筆者も少なくない。筆

名を用いた執筆者たちの手になるものは、先に示した種別のうち、「論説」を除き、ほぼ

すべてのものに確認できる。「論説」は「可成学理に就て記述あるべき」（前掲『壬辰会雑誌』

第一号「雑誌部広告」）ことが求められており、その方針が、実名で投稿することにもつな

がっていたとも考えられる。

試みに、『壬辰会雑誌』に創作が掲載された人物のうち、筆名から特定できた人物を整

理した。それが表 1 である。ここでは、同一人物に関して、創作における筆名に加え、

実名についても記事とともに示した。表 1の作成に際し、次の文献を参照した。

①中島国彦・宗像和重［編］『文藝時評大系 明治篇』別巻（索引）（平成十八年五月、ゆま

に書房）

②日本近代文学会関西支部京都近代文学事典編集委員会［編］『京都近代文学事典』（平成

二十五年五月、和泉書院）
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表 1

『壬辰会雑誌』に創作が掲載された人物のうち、特定できた人物

続く表 2 は、『壬辰会雑誌』において実名での執筆が確認できる人物を一覧にしたもの

である。職員については、灰色の網かけを施した。表 2 の作成に際し、次の文献を参照

した。

①第三高等学校『第三高等学校創立満五十年大典記念館落成記念』（大正七年五月、第三高等

学校）

→表では『記念』と略

②京都大学総合人間学部参考調査掛［編］『『神陵史』人名索引』（平成五年十一月、京都大学

総合人間学部）

→表では『索引』と略
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表 2

『壬辰会雑誌』において実名での執筆が確認できる人物一覧
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二、記事について

旧制高等学校あるいはその前身である高等中学校の校友会誌に関しては、学校によっ

て、その研究の蓄積に差があるように思われる。例えば、第一高等学校の校友会誌『校

友会雑誌』（明治二十三年十一月―昭和十九年六月。全三百八十号）は、日本近代文学館の編集に

より DVD版およびWeb版で内容を閲覧することができる。当該誌に関する研究として、

文学
（7）

に加え、メディア史
（8）

やスポーツ科学
（9）

といった他領域での言及も見られる。

第五高等学校の校友会誌『龍南会雑誌』（明治二十四年十一月―昭和二十三年三月。全二百五

十五号）は、薄田千穂の調査・研究により目録が整理され、熊本大学のレポジトリで閲覧

できるほか、書誌学的研究も進められている
（10）

。
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他の学校の例を挙げるなら、例えば、第二期旧制高等学校の一つ、松本高等学校の校

友会誌『校友会雑誌』（大正九年―昭和二十二年。全五十五号）は、森いずみが目録を整理して

いる
（11）

。

これに対し、第三高等中学校あるいは第三高等学校の校友会誌に関する研究は少なく、

『壬辰会雑誌』に関していえば、第一号の目録が『
資料

集成旧制高等学校全書』第七巻 生活

・教養編 2（旧制高等学校資料保存会［編］、昭和五十九年六月、旧制高等学校資料保存会刊行部）に

載っていることや、『神陵史』（注（1）参照）に論説の見出しのみが抜粋され紹介されるに

留まる。しかし、斉藤利彦が、「学校文化の形成過程の実証的な解明」を進めるうえで「重

視されるべきはいわゆる「中央」の史料に加え、個々の学校現場の日々の営みに密着し

た史料であり、これらを用いて当時の学校文化を具体的に考察していくこと」
（12）

と指摘

するように、雑誌を系統的に整理し分析していくことは重要である。

以下、目録を示していくが、その前に、『壬辰会雑誌』の調査を進めていく中で気づい

たことをいくつか記しておきたい。

まずは、『壬辰会雑誌』「批評」欄において相互交流・議論が行われていたことが可視

化できたことである（13）。その事例をカテゴリーに分けてみると次のようになる。すなわ

ち、［1］前号の投稿内容全体に対し批評を行うもの、［2］前号の投稿内容のうち特定の

一記事に対し批評を行うもの、［3］前号の批評を読んだ第三者が次号で批評を行い新た

に議論に加わるもの、といったものである。ここでは、河東秉五郎と洛西閑人のやりと

りを［2］の事例として見てみたい
（14）

。河東秉五郎は第十五号に論説「俳諧につきて」【連

番：JIN-015-論説-002】を載せた。これに対し反応したのが洛西閑人であった。洛西閑人は

第十六号に批評「壬辰会雑誌第十五号評判」【連番：JIN-016-批評-002】を載せる。見出しこ

そ「第十五号評判」とあるが、実際には、河東秉五郎の文章
（15）

に対する批評に多くが割

かれている。これに対し、河東秉五郎は第十七号に批評「洛西閑人の高評を読む」【連番

：JIN-017-批評-001】を投稿し応答する。署名は河東生である。なお、河東秉五郎の論説二

件は『河東碧梧桐全集』（全二十巻、平成十三年八月―平成二十三年四月、短詩人連盟河東碧梧桐全

集編纂室）には収められておらず、特に「洛西閑人の高評を読む」は新たな発見となろう
（16）

。

また、洛西閑人は佐々政一の可能性が高いと考えている。河東碧梧桐『子規の回想』（昭

和十九年六月、昭南書房）「暗澹たる首途」に、高等中学校在学時、俳句に関する議論が「佐

々醒雪」との間であったことが記されている（17）のが、その根拠の一つである。一方で、

最初期の『壬辰会雑誌』においては、特定の記事に対する批評が載せられていたのは、「批

評」欄ではなく主に「雑録」欄であった。また、雑誌記事全体の批評が行われるように

なるのは、第七号まで俟たなくてはならない。さらにいうなら、「批評」欄は毎号設けら

れていたわけではなく、批評を投稿する人物はほぼ毎回異なっていた。ここから、『壬辰

会雑誌』では権威や偏りなく自由に活発な批評・議論が行われていたと推測できるし、

その議論が一方向ではなく双方向で行われていたことが窺える。これらは、雑誌全体を

通観することではじめて確認できることであり、まさに、『壬辰会雑誌』が「第三高等中

学校ニ関係アルモノ」が「知識ノ交換」をする場として機能していたことを示す好例と

いえるのではないだろうか。
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もう一つ押さえておきたいのは、『壬辰会雑誌』においてナンバースクールの校友会等

との交流が行われていたことが可視化できたことである。例えば、第五高等中学校・龍

南会や第七高等中学校・造士会と直接の交流があったことが看取される。前者でいうと、

第四号「雑報」の無署名「第五高等中学校龍南会雑誌に曰く」【連番：JIN-004-雑報-005】や

第十四号「雑報」の校友会龍南会記者硯北「謹て謝す」【連番：JIN-014-雑報-018】などがあ

り、後者でいうと、第七号「雑報」の無署名「造士館生徒歓迎会」【連番：JIN-007-雑報-006】

や同・無署名「造士館に於ける学友会」【連番：JIN-007-雑報-010】などがある。一方で、第

二高等中学校、第四高等中学校との交流があったかどうかは『壬辰会雑誌』の記事では

確認できず、また、第五高等中学校の校友会誌『龍南会雑誌』の記事では第三高等中学

校あるいは壬辰会との交流があったかどうかは確認できなかった。資料の整理を進める

ことで、他の高等中学校あるいは当時の社会との関わりが見えてくる可能性もある。

こうした背景をもとに、本稿では、第三高等中学校を形作ってきた校友会誌の基礎調

査の一つとして、『壬辰会雑誌』の記事目録を示すことで、誌面における著作者たちのや

りとりがどのように行われたかを確認してみたい。そこから、第三高等中学校において

『壬辰会雑誌』が果たした役割を考察するための手がかりとしていきたい。

［凡例］

本目録は、京都大学吉田南総合図書館が所蔵する『壬辰会雑誌』全二十四号（請求番号

：092|||8）を整理したものである。

・第一号（明治二十五［1892］年三月）から第十六号（明治二十六［1893］年十月）までは二段

組である。第十七号（明治二十六年十一月）から第二十四号（明治二十七［1894］年六月）は、

「雑報」、「校報」、「会報」、「附録」を除き一段組である。目録に示したページ数に関し、

「上」とあるのは上段、「下」とあるのは下段を意味する。

・執筆者名が示されていない記事については、「［無署名］」とした。

・割書き、小書きの文字は〈 〉に括って示した。

・漢字は通行の字体を用いた。異体字、譌字、略字は使用しない。

・目録の作成に際し、次の文献を参照した。

第三高等中学校［編］『第三高等中学校一覧』自明治二十六年九月至明治二十七年

八月（明治二十七年一月、第三高等中学校）

第三高等学校『第三高等学校創立満五十年大典記念館落成記念』（大正七年五月、第

三高等学校）

中島国彦・宗像和重［編］『文藝時評大系 明治篇』別巻（索引）（平成十八年五月、

ゆまに書房）

日本近代文学会関西支部京都近代文学事典編集委員会［編］『京都近代文学事典』（平

成二十五年五月、和泉書院）

日本近代文学館［編］『日本近代文学大事典 増補改訂デジタル版』（Japan Knowledge

Lib、令和七年六月三十日最終閲覧）

------------------------------------------------------------------------
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■ 補足情報：雑誌部の理事および編集委員に関する記述

第一号（明治二十五年三月十日発行）「会報」

雑誌部理事 服部宇之吉 幣原喜重郎

同編集委員 平井深造 藤田豊八 山崎直方

笹川種郎 笹川潔

第五号（明治二十五年十月六日発行）「会報」

「新に撰挙せられて上任せし本会の役員左の如し」

雑誌部理事 服部宇之吉 笹川種郎

編集委員 渡辺熊蔵 増田米吉 福原金吉

姉崎正治 水野幸吉

第八号（明治二十五年十二月十九日発行）「会報」

「雑誌部理事服部宇之吉氏は職を辞し会長之を許可したり、同部編集員渡辺熊蔵氏辞任、

笹川潔氏補欠上任」

第九号（明治二十六年一月二十七日発行）「会報」

「雑誌部理事ハ前川亀次郎氏補欠上任」

第十四号（明治二十六年六月二十五日発行）「会報」

「本学年終刊の編集結了に際し一言申上候私共不調法なる身を以て此の重任を汚し候以

来最早一年と相成申候、長の月日には候得共元来の枯腸にて本誌の光彩を増すなとの事

は中々以て出来不申誠に不相済儀何卒海山の量に御寛容被下度候毎月の発刊如何様にか

滞なく相済まし候は偏へに会員諸君の御蔭と御礼申候任期は今月、用務は是れにて相終

はり候へは御託旁々御礼申上度如斯御座候」

雑誌部役員 笹川 鍾 郎 姉崎正治 増田米吉
〔ママ〕

笹川潔 福原金吉 水野幸吉

第十五号（明治二十六年十月十一日発行）「会報」

「新に撰挙せられて上任せし本会の役員左の如し」

雑誌部理事 前川亀次郎 水野幸吉

編集委員 篠田要次郎 元島鼎三郎 堤正謙

栗本勇之助 矢野太郎

第二十三号（明治二十七年五月三十日発行）「雑報」

「編集委員篠田要次郎氏事を以て辞せられ後任として笹川潔氏就任せらる」

第二十三号（明治二十七年五月三十日発行）「会報」

「雑誌部編集委員篠田要次郎氏辞任ニ付会則ニヨリ同部理事ノ指名ヲ以テ笹川潔氏名上

任」

第二十四号（明治二十七年六月三十日発行）「雑報」終刊の辞

「八丁畷の麦畑は刈られて早稲の苗覚束なげに露を結び、如意嶽の大文字も木立繁りて

夏痩か細りて見ゆ、アヽ学年は今終らんとす、／学年試業は廿六日を以て終り、卒業証

書授与式は来月の七日を以て行はるべし、而して同窓諸子は愛らしき故園に向ふて四散
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すべし、／乃ち本号を以て壬辰会雑誌が本年に於ける終刊となす、／終刊か、終刊か、

四散か、四散か、吾人をして悪語識をなすの感あらしむる勿れ…………／誤つて 乏 を
〔ママ〕

筆硯の任に承けてより爰に一年、空前の多事と呼ばれし本学年に当つて耳目の要務に在

りし吾人の事業を顧みれば坐ろに諸君の倚負に背く多きを感ぜずんば ば あらず、幸に
〔ママ〕

任を終ふるを得るは実に同朋誘掖の恵に依る、乃ち謹みて曠任の罪を請ひ併せて示教の

恩を謝す／然りと雖、世上の事固より明日を測らず、生等の任務未だ全く尽きざるもの

あり、若し我が校我が会の事にして急報を要するものあらば、七旬の休暇と雖尚ほ管城

子を駆り本誌の号外を発して諸君に見えむことを期す」

［注］

（1）第三高等中学校の成立過程については、神陵史編集委員会［編］・阪倉篤義［代表］『神陵史：

第三高等学校八十年史』（昭和五十五年三月、三高同窓会）、厳平『三高の見果てぬ夢：中等・高等教

育成立過程と折田彦市』（平成二十年五月、思文閣出版）を参照。高等中学校全体については、筧田知

義『旧制高等学校教育の成立』（昭和五十年二月、ミネルヴァ書房）、旧制高等学校資料保存会［編］

『
資料

集成旧制高等学校全書』（全八巻・別巻、昭和五十五年七月―昭和六十年十二月、旧制高等学校資料保存会刊行部）

を参照。

（2）会発足年の明治二十五年を干支紀年法で表すと「壬辰」である。

（3）当該雑誌の目録は別稿を設ける。

（4）七月から九月までの三か月間は雑誌が発行されていない。第三高等中学校［編集兼発行］『第

三高等中学校一覧』自明治二十五年九月至明治二十六年八月（明治二十六年一月、第三高等中学校）第

三章「学年 学期 授業時間 休業日」によると、「七月十一日ニ始リ九月十日ニ終ル」期間

は「夏期休業」にあたる。

（5）「第三高等中学校壬辰会規則」（前掲『壬辰会雑誌』第一号）による。部会は「演説討論部、雑誌部、

撃剣柔道部、陸上運動部、ベースボール部、水上運動部」に分かれていた。

（6）『壬辰会雑誌』第八号（明治二十五年十二月）の「雑誌部規約」第七条に「文苑花の下に／史伝／の

二字を加ふること」と示される。

（7）例えば、水野岳「小泉鉄の精神史：一高『校友会雑誌』と第二次『新思潮』をとおして」（『有

島武郎研究』第十二号、平成二十一年九月）、西澤忠志「日本における「演奏批評」の誕生：第一高等学

校『校友会雑誌』を例として」（『文芸学研究』第二十二号、平成三十一年三月）などがある。

（8）例えば、古川江里子「近代日本のエリート教育における内面教育の検討：第一高等学校『校友

会雑誌』を中心に」（『メディア史研究』第三十五号、平成二十六年二月）などがある。

（9）例えば、宮古正男「校友会雑誌号外（明治二十八年二月二十二日発行）第一高等学校野球部史

：野球部史附規則」（『ベースボーロジー=Baseballogy：野球文化學會論叢』第九号、平成二十年夏）などがある。

（10）薄田千穂の研究として、「『龍南会雑誌』と雑誌部委員：明治期の動向を中心として」（『熊本大

学五高記念館館報』第一号、平成二十一年十二月）、「大正・昭和の『龍南会雑誌』『龍南』と雑誌部委員

：懸賞と検閲」（『熊本大学五高記念館館報』第二号、平成二十六年三月）などがある。

（11）森いずみの研究として、「旧制松本高等学校と「自治」：『校友会雑誌』を中心に」（『信州大学附

属図書館研究』第十四号、令和七年一月）を参照。
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（12）斉藤利彦［編］『学校文化の史的研究：中等諸学校の『校友会雑誌』を手がかりとして』（平成

二十七年二月、東京大学出版会）序章「学校文化の探求へ」。斉藤らによる研究は副題にあるとおり、

旧制中学校をはじめとする中等諸学校に関するものであるが、この姿勢は高等中学校について

も援用できると考える。

（13）第一高等学校の『校友会雑誌』批評欄でも、前号の内容や他校の校友会誌等に対する議論が
〔 マ マ 〕

行われていたことを、西澤忠志（前掲注（7））が指摘する。

（14）目録の「備考」に示したとおり、記事のタイトルおよび署名は、目次欄と本文とで異なるこ

とがままある。ここでは目次欄の表記で統一した。

（15）第十五号「文苑」欄には「詩歌数首」【連番：JIN-015-文苑-001】が載り、そこに河東秉五郎の俳号

・青桐も確認できるが、批評内容を見ると、洛西閑人が批評対象としたのは「論説」のほうで

ある。

（16）『河東碧梧桐全集』第一巻（平成十三年八月、短詩人連盟河東碧梧桐全集編纂室）巻末の「年譜」を見る

と、明治二十六年の記述として、「十月、校友会誌「壬辰会雑誌」に「俳句について」を書き、
〔ママ〕

旧派宗匠の腐敗振りを指摘すると共に、新時代にふさわしい世界の積極的開拓を説く」とある

に留まる。また、もう一つの批評「洛西閑人の高評を読む」に関する指摘はない。

（17）引用し、示す。

私は第三高等中学校時代に、校友会雑誌に俳句論を書いた、と前にも言つた〔前掲『子規の

回想』「吉田のしぐれ」を指す〕が、其の一つは、俳句滅亡論で、五七五といふ調子に囚はれて

ゐる音律詩は、数学のパーミテーシヨンでさへ割り出し得る有限の形式であり其の生命は

限られた或る範囲のものである、と言つたやうなものだつた。この議論が、当時の校友会

誌編集当事者だつた佐々醒雪―文学士、亡―等の問題になつて、一二度反駁論を交したこ

ともあつた。

よく知られるように、明治二十年代まで、青桐と虚子は歩みをともにしており、二人は、第三

高等中学校の改組により第二高等学校に転校した後退学、上京した後は「日本」派の俳人とし

て活躍するようになる。青桐が、明治二十七年に結成され「日本派と並立」（三好行雄ほか［編］『日

本現代文学大事典』人名・事項篇［平成六年六月、明治書院］。執筆は山下一海）した「筑波会」の中心人物の一

人であった佐々と、この時点において考えを異にしていたことは想像に難くない。ただし、青

桐は佐々が「当時の校友会誌編集当事者だつた」とするが、本稿「補足情報」で列挙したとお

り、佐々は雑誌部の編集委員ではない。

［付記］

本稿をなすにあたり、査読者の方々に重要なご意見をいただいた。目録作成に関しては、琥珀書

房の山本捷馬氏に有用な情報をいただいた。また、調査に際し、京都大学吉田南総合図書館学術情

報掛の皆様に格別のご配慮を賜った。記して感謝申し上げます。

引用文の改行は「／」で示した。〔 〕内の注記は、佐々木・西薗による。

（ささき ゆうき・本学国際高等教育院特定准教授）

（にしぞの ゆかり・本学人文学連携研究者）




